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【大阪】オフィス賃貸市場の概要（2023年8月～9月調査） 2023年9月
三菱UFJ信託銀行株式会社
不動産コンサルティング部

S・Aクラス成約賃料レンジの時系列比較（万円／坪）

（注）1. 時事テーマについては、東京・大阪・名古屋計21社の回答を集約

【S・Aクラス】

以下の基準を概ね満たすもの（原則）

①築20年以内

②駅から5分以内

③基準階面積500坪以上

④延床面積10,000坪以上

凡例

（賃料レンジの平均値により区分）

2.0万円以上/月・坪

1.5以上2.0万円未満/月・坪

1.5万円未満/月・坪

（マップ外エリア）
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マーケット総括

• 2023年は、例年比新築物件の供給規模が小さい
ことやテナント需要の回復を背景に賃貸市況は回
復、コロナ禍前の状態に戻りつつある。

• 面積150坪未満の需要は旺盛。空室が生じても比
較的早期に後継テナントの確保が進むなど、底堅
い状況が続いている。

• 一方で、賃料3万円/坪を超えるような水準のビル
については依然として需要は弱含み。2024年以
降の大量供給も控えており、今後リーシングの長
期化・フリーレント等条件の柔軟化が懸念される。

時事テーマ 1

移転規模の動向（対従前）

想定テナント層のカーボンニュートラルに対する態度（規模・築年別）
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